
交通のご案内

東京方面より 電車で 新宿(JR中央本線=特急)→甲 府/糾時間4〇分

甲 府(JR身延線=特急) →身 延/約1時間

東 京(JR東海道新幹線) →新富士/約1時間15分

富 士(JR身延線=特急) →身 延/約〇時間
※新富士一富士駅間は、バス・タクシー等をご利用下さい。

中央道で

東名・新東名高速、中部横断道で

関西方面より 電車で

中央道で

東名・新東名高速、中部横断道で

※JR身延駅から

※身延山バス停から

■

東京(中央道・中部横断道) →双葉JCT→身延山IC→身延/約2時間20分

乗京→新清水J CT→身延山I C →身延/約2時間30分

※富士川SAスマートiC (ETC専用)もご利用いただiナます(大型車等を除く) 。

新大阪(JR東海道新幹線) →静 岡/約と時間3〇分

静 岡(JR身延線特急) →身 延/約1時間2〇分

小牧IC → (中央道・中部横断道) →双葉JCT→身延山IC→身延/約4時間1 0分

小牧IC→新清水JCT→身延山IC→身延/約3時間1 0分

※富士川SAスマートIC (ETQ専用)もご利用いただIナます(大型車等を除く) 。

身延山まで路線バスが運行しております。もしくはタクシー等をご利用下さい。

身延山久遠寺境内まで乗合タクシーが運行しています(土日・祝日のみ) 。

高速バス「身延山一新宿線」 「甲府一身延(梅平)へ静岡線」のご案内

山梨交通と、京王バスの共同連行により、都南から身延山までを約3時間半でつなぎます。

山梨交通と、しずてつジャストラインにより、甲府一身延、静岡一身延問をそれぞれ約l時間半でつなぎます。

詳細(運賃・運行時間・乗降場所・ご予約など)は山梨交通ホームページ(http://yamanashikotsu,CO,jp/)



繊

起

身
延
山
久
遠
寺
は
、
正
式
に
は
身
延
山
妙
法
華
院
久
遠
寺
と
称
し
ま

す
o
鎌
倉
時
代
監
難
輩
餅
よ
っ
て
開
か
れ
た
お
寺
で
日
薯
不
の
総

本
山
で
あ
り
、
祖
師
日
蓮
聖
人
の
お
山
と
い
う
こ
と
か
ら
、
祖
山
と
呼
ば

れ
て
お
り
ま
す
。

当
時
、
身
延
山
は
甲
斐
国
波
木
井
郷
・
南
部
実
長
公
の
領
地
で
あ
り

ま
し
た
。
三
度
幕
府
を
い
さ
め
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
日

蓮
聖
人
は
「
三
度
聞
き
入
ら
れ
す
ぼ
山
林
に
身
を
か
く
せ
」
と
の
古
事

に
し
た
が
い
、
実
長
公
の
招
き
に
よ
っ
て
文
永
十
一
年
(
一
二
七
四
)
五

月
十
七
日
に
入
山
さ
れ
、
一
か
月
の
甲
斐
巡
行
の
後
六
月
十
七
日
御

草
庵
を
建
て
て
住
ま
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
日
を
身
延
山
開
聞
の
日

と
し
て
お
り
ま
す
。
以
来
、
在
山
九
か
年
の
間
、
日
蓮
聖
人
は
身
延
山
か

ら
一
歩
も
外
に
出
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

法
華
経
は
、
一
切
経
の
総
合
経
典
と
言
わ
れ
、
す
べ
て
の
人
々
の
救
済

を
め
ざ
し
た
御
経
で
あ
り
ま
す
。
日
蓮
聖
人
は
そ
の
法
華
経
に
生
涯
を

さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
晩
年
を
過
ご
さ
れ
た
こ
の
身
延
山
は
、
ひ
た
す
ら

法
華
経
の
議
論
と
、
法
華
経
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
門
弟
た
ち
の
教
育
に

心
血
を
そ
そ
が
れ
た
尊
い
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
お
山
を
イ
ン
ド
の

醜
聞

澄
明

身
延
山
年
中
行
事

o
印
は
三
大
会

青
葉
大
法
妥

一
月
一
日
l
一
百
新
年
祝
祷
会

一
月
十
三
日
御
年
頭
会

二
月
節
分
日
節
分
会
・
豆
撒
き

二
月
十
五
日
釈
尊
御
温
集
会

二
月
十
六
日
宗
祖
御
降
誕
会

三
月
彼
岸
中
日
春
季
彼
岸
施
餓
鬼
会

〇
四
月
六
日
̃
八
日
釈
尊
御
降
誕
会

四
月
二
十
八
日
立
教
開
票
会

四
月
三
十
日
更
衣
御
更
衣
式

五
月
一
一
百
̃
五
日
千
部
会

五
月
十
二
日
伊
豆
御
法
難
会

霊
鷺
山
と
同
様
に
、
仏
様
た
ち
が
お
住
居
に
な
る
所
で
あ
る
と
教
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

弘
安
五
年
(
二
一
八
二
)
九
月
八
日

病
気
療
養
の
た
め
、
ま
た
両
親

の
墓
参
の
た
め
常
陸
国
(
茨
城
県
水
戸
市
加
倉
井
)
へ
向
け
身
延
山
を

出
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
途
上
武
蔵
国
池
上
(
東
京
都
大
田
区

池
上
)
に
お
い
て
六
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

御
臨
終
に
際
し
「
い
す
く
に
て
死
に
候
と
も
墓
を
ば
身
延
の
沢
に
せ

さ
せ
候
べ
く
候
」
と
の
ご
遺
言
に
よ
り
御
遺
骨
は
身
延
山
に
奉
せ
ら
れ
、

ご
精
神
と
と
も
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
山
に
お
参
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
々
は
前
世
か
ら
の
罪
が
た
ち
ま
ち
に
消
え
さ
り
、
逆
に
報
鶴

を
積
む
こ
と
に
な
る
と
ご
教
示
さ
れ
「
日
蓮
が
弟
子
檀
那
等
は
こ
の
山

を
本
と
し
て
参
る
べ
し
」
と
ご
遺
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
蓮
聖
人
入
滅
よ
り
実
に
七
百
有
余
年
、
廟
墓
と
法
灯
は
歴
代
住
職

(
法
主
)
に
よ
っ
て
、
絶
え
る
こ
と
な
く
守
護
さ
れ
今
日
に
お
よ
ん
で
お
り

ま
す
。
日
蓮
聖
人
が
法
華
経
を
読
諦
さ
れ
、
法
華
経
に
生
命
を
さ
さ
げ

ら
れ
た
霊
境

身
延
山
久
遠
寺
は
、
総
本
山
と
し
て
日
蓮
聖
人
門
下
の

人
々
の
篤
い
信
仰
を
集
め
、
ま
た
宗
門
の
み
な
ら
ず
広
く
日
蓮
聖
人
を

仰
ぐ
人
々
の
心
の
聖
地
と
し
て
、
日
々
参
詣
者
の
絶
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

〇
六
月
十
百
̃
十
吉
身
延
山
岡
閉
会

六

月
中

旬
御
大
山
行
列

七
月
十
六
日
孟
蘭
盆
施
餓
鬼
会

八
月
十
八
日
英
霊
施
餓
鬼
会

八
月
二
十
七
日
桧
葉
が
谷
御
法
難
会

九
月
十
二
日
龍
口
御
法
難
会

九
月
彼
岸
中
日
秋
季
彼
岸
施
餓
鬼
会

十
月
三
十
一
日
冬
衣
御
更
衣
式

〇
十
月
十
言
了
十
言
御
会
式

十
月
二
十
五
日
円
師
会

十
一
月
十
一
日
小
松
原
御
法
難
会

±
告
旬
の
日
曜
日
七
五
三
祝
祷
会

十
一
月
二
十
四
日
天
台
大
師
会

十
二
月
三
十
一
日
歳
末
読
輔
会



∩
圃
闇
∪

離
醐
絹
鵡
彊
諦
輔
弼
彊
彊
訴
謹
講
壇
虹

に
盲
で
ん

し
た
も
の
で
、
掲
げ
ら
れ
る
『
開
会
関
』
の
扁
額
は
、
三
十
六
世
日
潮
上
人
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

開
会
と
は
「
総
て
の
人
々
は
法
華
経
の
信
仰
に
よ
っ
て
仏
に
な
る
」
と
の
意
味
か
ら
、
こ
の
門
を
く
ぐ

る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
さ
ま
の
世
界
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

講
書
題

「

鵜
艶
胴
補
峠
か
帥
誰
虹
調
練
彊
轟
彊
醜

念
事
業
と
し
て
、
八
十
八
世
日
滋
上
人
代
に
再
建
を
発
願
し
、
日
康
上
人
を
経
て
九
十
世

日
勇
上
人
代
の
昭
和
六
十
年
五
月
に
大
仏
落
慶
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
坪
数
九
七
〇
…

坪
(
三
二
〇
一
2
m
)
間
口
十
七
間
半
(
三
十
二
m
)
奥
行
二
十
八
間
(
五
十
一
m
)
。
御
本
尊
は
一

げ
し
ん

ぱ
く
り
ゆ
う

か
や
ま
ま
た
そ
う

ひ
っ
せ
い

江
里
宗
平
仏
師
の
作
で
、
外
陣
の
天
井
画
『
墨
龍
』
は
加
山
又
道
画
伯
の
畢
生
の
力
作
で

す
。
な
お
地
階
の
宝
物
館
に
は
久
遠
寺
所
蔵
の
宝
物
が
展
示
さ
享
は
車
重
萱
に

群
議
輔
弼
琵
弼
約
月
川

代
の
平
成
二
十
年
(
二
〇
〇
八
)
に
、
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)

以
来
二
三
二
年
ぶ
り
に
、
創
建
当
時
の
姿
で
復
元
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
塔
内
初
重
に
は
、
一
尊
四
士
の
御
尊
像
(
体
内
に
は

御
仏
舎
利
を
奉
安
)
と
日
蓮
大
聖
人
御
尊
像
が
勧
請
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
間
口
三
間
四
面
、
高
さ
三
十
九
m
で
す
。

蔀
擬
梯
-
(
 
-
古
語
謹
彊
講
鱒

仁
蔵
の
発
願
に
よ
っ
て
起
工
、
完
成
し
た
も
の
で
す
。
高
さ

一
〇
四
メ
ー
ト
ル
で
、
三
門
と
本
堂
を
一
文
字
に
む
ず
ぶ
二

八
七
段
の
石
段
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
文
字
に
な
ぞ

ら
え
て
七
区
画
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
菩
提
棟
と
は
覚
り

に
い
た
る
階
段
の
こ
と
で
、
こ
の
石
段
を
登
り
切
る
と
、
淫

楽
の
本
堂
に
至
る
こ
と
か
ら
、
覚
り
の
悦
び
が
生
ず
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

弐
醗
塁
弼
弼
彊
弼
彊
措
彊
諦
塁

門
と
言
い
ま
す
〇
二
十
六
世
酢
謹
上
入
代
の
寛
永
十
九
年
(
一
六
四
二
)
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
焼
失
し
現
在
の
門
は
明
治
四
十
年
(
一
九
〇
七
)
に
、
七
十
八
世
日
良
上
人
に

よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
掲
げ
ら
れ
る
『
身
延
山
』
の
扁
額
は
七
十
九
世
日
慈
上
人
の

筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
○
○
i
,
l
農

禅
師
堅
輔
弼
弼
補
語
諦

味
の
醸
(
七
十
四
世
日
鑑
上
人
筆
)
と
書
か
れ
た
扁
額
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
一
月
の
大
火
で
焼
失
し
、
七

十
四
世
日
鑑
上
人
代
の
明
治
十
四
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
中
央

の
宮
殿
に
は
日
蓮
聖
人
像
が
御
配
り
さ
れ
て
お
宅
離
覇
謹
掲
げ

ら
れ
て
い
る
『
立
正
』
の
扁
額
は
、
日
蓮
聖
人
の
立
正
大
師
号
に
ち
な
ん

で
、
昭
和
六
年
に
天
皇
陛
下
よ
り
賜
わ
っ
た
勅
額
で
す
。

藍
謹
韮
弼
読
聴
誰
諜

±
世
日
朝
上
人
代
の
文
明
六
年
(
一
四
七
四
)
に
・
漸
麗
静
の
蔀

塔
の
任
に
配
慮
し
て
、
西
谷
か
ら
現
在
の
地
に
移
築
増
築
さ
れ
、
御

真
骨
も
現
在
の
地
へ
奉
遷
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
八
角
堂
な
ら
び
に

拝
殿
は
、
七
十
四
世
日
鑑
上
人
代
の
明
治
十
四
年
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
、
八
角
堂
内
の
荘
厳
は
善
美
を
つ
く
し
た
も
の
で
す
。

離
離
離
謂
錐
彊
粥
諾
講

一
世
日
光
上
人
の
発
願
に
よ
り
平
成
十
四
年
三
月
に
落
成
し

ま
し
た
。
入
口
前
庭
に
は
、
樹
齢
四
百
年
を
経
た
枝
垂
れ
桜
が

参
拝
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。



仏
殿
・
釈
迦
戯
画
納
牌
堂

お
ん
き

仏
殿
は
昭
和
六
年
、
日
蓮
聖
人
の
六
百
五
十
遠
忌
を

記
念
し
て
、
八
十
一
世
日
布
上
人
の
代
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。
釈
迦
殿
は
、
八
十
八
世
日
滋
上
人
代
の

昭
和
五
十
六
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
地
上
六
階

建
て
で
最
上
階
が
釈
迦
殿
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
両

殿
に
は
、
全
国
の
御
信
者
が
御
意
紬
に
な
っ
た
御
分

骨
・
御
位
牌
を
安
置
し
て
お
り
ま
す
。

別
離
離
・
龍
野
講
師
弼
輔
弼
語

彙
県
小
湊
の
御
両
親
様
を
偲
び
、
追
慕
さ
れ
た
霊
跡
の
地
で
す
の
で
、
奥
之
院
と
よ
ば
れ
愚
説

闇
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
門
よ
り
徒
歩
で
五
十
丁
(
五
、
五
山
)
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
利
用
し
ま

す
と
七
分
で
登
詣
で
き
ま
す
。
ま
た
身
延
山
よ
り
西
方
の
山
を
一
つ
越
え
た
彼
方
に
七
両
山
が

あ
り
ま
す
。
海
抜
一
九
八
九
m
の
山
頂
に
は
、
法
華
経
信
徒
の
守
護
神
で
あ
る
七
両
大
明
神
が
奉

記
さ
れ
て
い
ま
す
〇
七
両
山
は
・
徳
川
家
康
公
の
御
側
室
で
あ
り
ま
し
五
誌
鵜
蹴
劣
の
方
に
よ

っ
て
女
人
禁
制
が
解
か
れ
た
お
山
で
・
山
頂
の
敬
慎
院
に
は
・
干
名
も
の
参
詣
者
が
霧
欝
き
る

施
設
が
あ
り
ま
す
。
七
両
山
は
す
べ
て
徒
歩
で
の
登
山
と
な
り
ま
す
。
春
秋
の
お
彼
岸
、
お
中
日

に
は
富
士
山
頂
か
ら
の
御
来
光
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
神
々
し
さ
は
筆
舌
に
は
尽
く
し

が
た
い
も
の
で
す
。

籠
龍
一
粥
措
弼
旺

蓮
聖
人
が
九
か
年
御
隠
棲
さ
れ
た
御
草
庵
の
跡
地
で

あ
り
、
身
延
山
久
遠
寺
発
祥
の
地
で
あ
り
ま
す
。
日
蓮

聖
人
は
、
文
永
十
一
年
(
二
一
七
四
)
五
月
十
七
日
、
身

延
に
入
山
さ
れ
、
弘
安
五
年
(
一
二
八
二
)
九
月
八
日

ま
で
、
こ
こ
に
起
居
さ
れ
法
華
経
の
読
講
と
門
弟
の

教
育
に
終
始
さ
れ
ま
し
た
。

緋
躍
胱
晒
講
講
評
雑
巾
萩
錐
醒
講
鵬

べ
く
候
』
と
の
緋
難
読
に
し
た
が
っ
て
建
立
さ
れ
た
、
日
蓮
聖
人
離
す
o
八
角
塔

の
塔
中
に
は
、
日
蓮
聖
人
の
入
滅
時
に
建
立
さ
れ
た
五
輪
の
墓
が
収
め
ら
れ
、
右
手
に

は
身
延
山
歴
代
の
お
墓
が
並
び
、
左
手
に
は
富
木
常
忍
の
母
、
阿
仏
房
自
得
上
人
、
南

部
実
長
公
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
日
蓮
聖
人
の
廟
墓
で
す
の
で
祖
廟
と
も
称
し
、
恋
慕
渇

仰
す
る
信
徒
の
参
詣
が
絶
え
ま
せ
ん
。


